
　改選後初となる12月定例会は12月17
日から12月28日までの12日間にわたっ
て開催し、初日には正副議長を選出しま
した。
　今回提案された議案は、一般会計補正
予算や条例改正、指定管理者の指定など
60議案で、このうち一般会計補正予算の
主な内容は、ガイナーレ鳥取への出資
金、市立小中学校への扇風機設置費、都
市緑化フェア開催のための公園整備のほ
か、追加提案された子宮頸がんワクチン
接種助成などで、28日に原案のとおり可
決されました。
　一般質問は20・21・22・24日の４日間
にわたって行われ、活発な議論が展開さ
れました。

主な記事　
新しい議会の構成　 ………………………Ｐ２
市議会議員の紹介　 ………………………Ｐ３
一般質問　 ………………………… Ｐ４～Ｐ１１
会派紹介・議席図　 ……………………… Ｐ１２
請願・陳情・臨時会・人事ほか　 ……… Ｐ１３
提出議案と結果　 ………………………… Ｐ１４
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月
定
例
会
で
、
正
・
副
議
長
選
挙
、
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の

１２
委
員
選
任
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
議
長
・
副
議

長
・
各
委
員
会
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
委
員
は
議
席
順
）

議長　中西　照典

副議長　下村　佳弘

　市議会は、執行機関と対等で独立し
た関係です。議会が議事機関として政
策提言機能や調査・チェック機能を発
揮し、市政のさらなる発展が遂げられ
るよう、全力を尽くす次第です。
　また昨今の景気低迷による雇用悪化
や福祉対策等、さまざまな問題に正面
から向き合い、市民の皆様の負託にこ
たえられるよう誠心誠意努力していく
所存です。

　現在、本市には多くの課題が山積し

ておりますが、議長を支え、市民の負

託にこたえられるよう誠心誠意努力し

てまいりたいと思います。

常　任　委　員　会

建設水道委員会文教経済委員会福祉保健委員会総務企画委員会

◎ 谷口　秀夫
○ 寺坂　寛夫
　 下村　佳弘
　 有松　数紀
　 房安　　光
　 角谷　敏男
　 上紙　光春
　 両川　洋々
　 上田　孝春

◎ 入江　順子
○ 田村　繁已
　 田中　文子
　 太田　　 
　 木村　和久
　 砂田　典男
　 湯口　史章
　 中島　規夫
 　橋尾　泰博

◎ 児島　　良
○ 金谷　洋治
 　平野真理子
　 長坂　則翁
　 島谷　龍司
　 伊藤　幾子
　 川瀬　滋子
　 中西　照典
　 森本　正行

◎ 高見　則夫
○ 中村　晴通
 　石田憲太郎
 　椋田　昇一
 　山田　延孝
 　桑田　達也
 　吉田　博幸
 　寺垣　健二
 　上杉　栄一

都市整備部、環境
下水道部及び水道
事業の所管に属す
る事項

経済観光部、農林
水産部、教育委員
会及び農業委員会
の所管に属する事
項

福祉保健部及び病
院事業の所管に属
する事項

総務部、企画推進
部、選挙管理委員
会、監査委員及び
公平委員会の所管
に属する事項並び
に他の常任委員会
の所管に属しない
事項

議会運営委員会

◎ 森本　正行
○ 桑田　達也
　 金谷　洋治
　 湯口　史章
　 川瀬　滋子
　 有松　数紀
　 房安　　光
　 橋尾　泰博
　 両川　洋々

議会運営の全般に
関する事項

◎委員長　　○副委員長
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３４． 森 　 本 　 正 　 行 
もり もと まさ ゆき

吉成南町二丁目���
�

３３． 上 　
うえ

 田 
た

　 孝 　 春 
たか はる

源太（７�
�

３２．両 　川     
りょうかわ

　 洋 　 々  
よう よう

東大路（��
�

３１． 橋 　 尾 　 泰 　 博 
はし お やす ひろ

戎町（��
�

３５． 入 　 江 　 順 　 子 
いり え じゅん こ

松並町一丁目（３）
�

３６． 上 　 杉 　 栄 　 一 
うえ すぎ えい いち

吉方温泉三丁目���
�

２９． 高 　 見 　 則 　 夫 
たか み のり お

蔵田（��
���

２８． 吉 　 田 　 博 　 幸 
よし だ ひろ ゆき

片原四丁目���
���

２７． 上 　 紙 　 光 　 春 
うえ がみ みつ はる

用瀬町別府（３�
���

２６． 谷 　 口 　 秀 　 夫 
たに ぐち ひで お

浜坂七丁目���
���

３０． 寺 　 垣 　 健 　 二 
てら がき けん じ

上町（４�
�

２５． 角 　 谷 　 敏 　 男 
かく たに とし お

南安長一丁目（��
���

１９． 中 　 村 　 晴 　 通 
なか むら はる みち

岩坪（��
�

２０． 児 　 島 　　　 良 
こ じま りょう

湖山町北六丁目���
�

２１． 川 　 瀬 　 滋 　 子 
かわ せ しげ こ

吉成���
�

２２． 有 　 松 　 数 　 紀 
あり まつ かず のり

国府町中郷���
�

２３． 房 　 安 　　　 光 
ふさ やす ひかる

青谷町河原���
�

２４． 中 　 西 　 照 　 典 
なか にし てる のり

岩倉���
�

１３． 伊 　 藤 　 幾 　 子 
い とう いく こ

��������
���

１４． 桑 　 田 　 達 　 也 
くわ た たつ や

立川町六丁目（３�
���

１５． 田 　 村 　 繁 　 已 
た むら しげ み

若葉台北四丁目���
���

１７． 湯 　 口 　 史 　 章 
ゆ ぐち ふみ あき

気高町勝見（��
���

１８． 中 　 島 　 規 　 夫 
なか しま のり お

青谷町養郷（��
���

１６． 下 　 村 　 佳 　 弘 
しも むら よし ひろ

気高町土居（��
���

１０． 寺 　 坂 　 寛 　 夫 
てら さか ひろ お

生山（��
�

１１． 砂 　 田 　 典 　 男 
すな だ のり お

吉成���
�

１２． 山 　 田 　 延 　 孝  
やま だ のぶ たか

河原町袋河原（��
�

７． 椋 　
むく

 田 
だ

　 昇 　 一 
しょう いち

国安（��
�

８． 木 　 村 　 和 　 久 
き むら かず ひさ

鹿野町鹿野���
�

９． 島 　 谷 　 龍 　 司 
しま たに りゅう じ

賀露町南三丁目���
�

６． 長 　 坂 　 則 　 翁 
なが さか のり おう

美萩野二丁目���
���

１． 田 　
た

 中 　
なか

 文 　 子 
ふみ こ

鹿野町鷲峯���
���

２． 石 　 田 　 憲太郎 
いし だ けんたろう

足山���
���

３． 平 　 野 　 真理子 
ひら の ま り こ

桶屋町���
���

４． 金 　 谷 　 洋 　 治 
かね たに よう じ

河原町小倉���
���

上から
議席番号・氏名
住所・期数
所属会派

表
の
見
方※議席番号順

５． 太 　 田 　　 
おお た

東町一丁目���
���

ゆかり
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６月定例会

　
　

月
定
例
会
で
は
、　

人
の
議
員
が
質
問
を
行

１２

３０

い
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

議
事
録
の
全
文
は
、
２
月
下
旬
よ
り
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
及
び
法
改
正
に

よ
り
、
さ
ら
に
充
実
が
必
要
と

な
る
相
談
支
援
体
制
に
対
す
る

考
え
を
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
本
市
に
設
置
さ
れ
て

い
る
自
立
支
援
協
議
会
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
障
害
者
自
立
支

援
法
の
主
な
改
正
点
は
、
利
用

者
負
担
と
障
が
い
者
の
範
囲
の

見
直
し
、
相
談
支
援
の
充
実
、

障
が
い
児
支
援
の
強
化
、
地
域

答 問

に
お
け
る
自
立
し
た
生
活
の
た

め
の
支
援
の
充
実
で
あ
る
。

　

改
正
法
で
は
、
障
が
い
者
が

地
域
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
相

談
支
援
体
制

の
強
化
が
必

要
と
さ
れ
て

お
り
、今
後
、

関
係
機
関
と

連
携
し
て
体

制
整
備
に
努

め
た
い
。

（
福
祉
保
健

部
長
）
協
議

会
の
成
果

は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
各
種
情
報
提
供
を
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
医
療
機
関
と

の
連
携
を
図
り
利
用
者
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
居
宅
介

護
事
業
所
の
情
報
交
換
の
場
を

設
け
地
域
課
題
の
改
善
・
解
消指定相談支援事業所での相談の様子

　
　

本
市
は
知
的
障
が
い
者
の

雇
用
を
し
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
。
就
労
支
援
だ
け
で
は
な
く

直
接
雇
用
し
、
知
的
障
が
い
児

に
生
き
が
い
を
与
え
る
場
を
生

み
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
（
市
長
）　
本
市
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

採
用
試
験
を
毎
年
実
施
し
、
過

去
５
年
間
で
４
人
を
採
用
し
て

い
る
。
平
成　

年
度
か
ら
は
、

１８

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
も
受
験

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

受
験
申
し
込
み
の
実
績
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
市
立
図
書
館

で
は
、
介
助
者
の
支
援
を
受
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
平
成　
１９

年
度
か
ら
職
場
体
験
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

答 問

　

知
的
障
が
い
者
を
臨
時
・
嘱

託
職
員
と
し
て
市
で
雇
用
す
る

際
に
は
、軽
作
業
等
を
集
約
し
、

一
定
の
業
務
量
を
確
保
す
る
こ

と
や
、
就
業
を
支
援
す
る
介
助

者
の
確
保
等
の
対
応
が
必
要
と

な
る
。
今
後
も
具
体
的
な
就
労

の
実
現
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

 福 祉・医療  ……………Ｐ4～ 5 

 観光・文化・スポーツ  ……………Ｐ5～ 6 

 市 庁 舎  ……………Ｐ6～ 7 

 行財政改革  ……………Ｐ7～ 8 

 教 育  ……………Ｐ8～ 9 

 まちづくり  ……………Ｐ9～ １０

 農 林 業  ……………Ｐ １０～ １１

 経済・雇用  …………………Ｐ １１

 人 権  …………………Ｐ １１

�
�
�
�
�

保
育
室
に
な
っ
て
い
る
園
も
あ

る
。
ま
た
、
保
育
園
等
の
老
朽

施
設
の
年
次
的
改
修
も
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
耐
震
対
策
の
考

え
と
併
せ
、
今
後
の
対
応
策
を
尋

ね
る
。

　
　
（
健
康
・
子
育
て
推
進
局

長
）　

保
育
園
へ
の
入
園
希
望

者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
希
望
に
沿
う
よ
う
に

受
け
入
れ
て
い
る
。

（
市
長
）　

保
育
園
は
必
要
に

応
じ
て
随
時
、
修
繕
・
改
修
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
改
築

の
際
に
定
員
を
増
や
す
こ
と
で

収
容
能
力
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
今
後
も
個
々
の

状
況
を
見
な
が
ら

年
次
的
な
保
育
環

境
の
改
善
を
判
断

し
た
い
。

　

ま
た
、
耐
震
対

策
に
つ
い
て
は
、

今
の
建
物
を
活
用

す
る
場
合
は
早
急

に
耐
震
診
断
を

し
、
改
修
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

問

答

　
　

本
市
は
、
定
員
を
５
０
０

人
以
上
超
え
る
受
け
入
れ
に
よ

り
、
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
と
な
っ

た
が
、
そ
の
結
果
、
遊
戯
室
が

改
正
障
害
者
自
立

　

支
援
法
に
つ
い
て

谷
口　

秀
夫
（
公
明
党
）

障
が
い
児
・
者
に
対
す

る
福
祉
施
策
に
つ
い
て

島
谷　

龍
司
（
新
）

民間保育施設を借り上げて設置した保育園

優
れ
た
子
育
て
環
境

の
整
備
に
つ
い
て

川
瀬　

滋
子
（
結
）

へ
の
取
り
組
み
が
図
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
課
題
は
、
協
議
会

の
提
供
す
る
情
報
に
つ
い
て
活

用
し
て
頂
く
よ
う
周
知
を
図
る

こ
と
で
あ
る
。



5
�

とっとり市議会だより N o.1 51

　
　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ－

１
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
つ
い
て
市
民
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
で
は
妊

産
婦
の
無
料
健
診
の
中
に
抗
体

検
査
を
導
入
予
定
だ
が
、
市
民

へ
の
周
知
と
、
相
談
窓
口
の
設

置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
尋
ね

る
。

　
　
（
健
康
・
子
育
て
推
進
局

長
）　
市
や
医
療
機
関
か
ら
抗

体
検
査
に
つ
い
て
受
診
勧
奨
及

び
検
査
の
目
的
や
費
用
の
説
明

を
行
い
た
い
。ま
た
該
当
の
医
療

機
関
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い

く
。
ま
た
、母
子
手
帳
の
発
行
時

に
も
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

　

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
医
療

機
関
で
対
応
さ
れ
る
場
合
が
多

い
と
考
え
ら
れ

る
が
、保
健
セ

ン
タ
ー
や
各
総

合
支
所
で
相
談

を
受
け
る
際
に

は
、
こ
の
検
査

に
関
す
る
相
談

答 問

　
　

６
月
定
例
会
で
は
、
国
民

健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
減
免

制
度
に
つ
い
て
、
今
後
示
さ
れ

る
国
の
減
免
基
準
の
内
容
を
踏

ま
え
て
本
市
の
対
応
を
決
め
た

い
、
と
答
弁
さ
れ
た
。
９
月
に

国
は
基
準
を
定
め
た
が
、
今
後

市
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
国
か
ら
の
通
知

に
よ
り
標
準
的
な
減
免
基
準
が

示
さ
れ
、
実
施
の
判
断
は
市
町

村
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、

一
部
負
担
金
の
減
免
に
必
要
な

財
源
の
内
、
２
分
の
１
を
国
が

補
て
ん
す
る
と
さ
れ
た
が
、
残

り
２
分
の
１
が
明
示
さ
れ
な

か
っ
た
。実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
財
源
を
国

保
料
で
ま
か
な
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
国
保
会
計
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。
国
保
運
営
協
議
会

で
の
意
見
も
聞
き
、
実
施
の
判

断
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し

問答

　
　
 
子 
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

＊
１

ン
、
小
児
用 
肺 
炎
球
菌
ワ
ク
チ

＊
２

ン
、 
ヒ 
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

＊
３

公
費
助
成
は
、
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
恒
久
的
に
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
。
国
の
補
正
予
算

は
平
成　

年
度
ま
で
の
時
限
措

２３

置
で
あ
る
が
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
国
は
補
正
予
算

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
決

め
た
が
、　

年
度
ま
で
の
時
限

２３

措
置
で
あ
り
、　

年
度
以
降
は

２４

白
紙
と
な
っ
て
い
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

や
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
、

標
準
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
認

め
ら
れ
て
国
か
ら
の
予
算
措
置

が
な
さ
れ
、
通
常
の
制
度
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
国

に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き
た

い
。

問答

を
個
別
に
保
健
師
が
対
応
す
る

よ
う
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
出
産
後
の
相
談
は
、

新
生
児
訪
問
に
従
事
す
る
保
健

師
や
母
子
保
健
推
進
員
等
の
知

識
の
向
上
を
図
り
、
保
護
者
の

感
染
等
に
関
す
る
不
安
に
対
し

て
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

て
い
き
た
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）
一
部
負
担

金
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
実
施

の
可
否
を
含
め
、
１
月
中
に
開

　
　

市
民
美
術
展
が
開
催
で

き
、
展
示
会
や
物
産
展
に
も
使

え
る
市
立
美
術
館
を
建
設
す
べ

き
で
あ
り
、
建
設
地
は
「
新
庁

舎
内
に
組
み
込
み
」、「
駅
南
庁

舎
１
階
の
活
用
」、「
市
庁
舎
移

転
の
場
合
は
そ
の
跡
地
」
等
が

考
え
ら
れ
る
が
市
長
の
考
え
を

尋
ね
る
。
ま
た
、
建
設
に
合
併

特
例
債
を
使
え
る
の
か
尋
ね

る
。

　
　
（
市
長
）　
市
民
美
術
展
だ

け
で
な
く
、
物
産
展
な
ど
多
目

的
に
使
え
る
施
設
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
文

化
芸
術
団
体
、
経
済
団
体
等
、

幅
広
く
意
見
を
聞
き
た
い
。

問答

催
さ
れ
る
国
保
運
営
協
議
会
の

結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

た
だ
し
、
建
設
に
つ
い
て
は

具
体
的
検
討
段
階
で
は
な
く
、

ま
た
、
い
ず
れ
の
提
案
も
市
庁

舎
の
建
設
と
も
深
く
関
わ
り
が

あ
る
た
め
、
そ
の
検
討
結
果
等

を
踏
ま
え
、
市
民
を
初
め
関
係

団
体
、
市
議
会
の
意
見
等
を
十

分
に
考
慮
し
な
が
ら
今
後
検
討

し
た
い
。

（
企
画
推
進
部
長
）「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
の
中
に
も
総
合

的
文
化
芸
術
施
設
の
整
備
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
合
併
特

例
債
の
活
用
は
可
能
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
助
成につ

い
て

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

国
保
の
一
部
負
担
金

減
免
制
度
に
つ
い
て

伊
藤　

幾
子
（
共
産
党
）

市
立
美
術
館
建
設

に
つ
い
て

房
安　
　

光
（
新
）

問
　
　

ホ
ー
ム
を
本
市
に
移
籍
し

て
か
ら
４
シ
ー
ズ
ン
目
に
し
て

念
願
が
叶
い
、
来
シ
ー
ズ
ン
か

ら
Ｊ
２
に
昇
格
す
る
ガ
イ
ナ
ー

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

に
つ
い
て

上
杉　

栄
一
（
新
）

�
���
���
�
	
�

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ－

１
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
に
つ
い
て

桑
田　

達
也
（
公
明
党
）

＊
４

HTLV－１ウィルス感染予防のた
めの検診を周知するチラシ

語
句
注
釈

＊
１
【
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
】
子
宮
頸
が
ん
の

原
因
と
な
り
や
す
い
Ｈ
Ｐ
Ｖ　

型
と　

型
の

１６

１８

ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
を
つ
く
ら
せ
る
ワ
ク

チ
ン
の
こ
と
。

＊
２
【
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
】
肺
炎
球
菌
の
感
染

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
重
い
感
染
症
（
細

菌
性
髄
膜
炎
、
肺
炎
、
菌
血
症
、
副
鼻
腔
炎
、

中
耳
炎
な
ど
）を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
。

＊
３
【
ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
】
ｂ
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
に
よ
る
感
染
症
、
特
に
侵
襲
性

の
感
染
症
（
髄
膜
炎
、
敗
血
症
等
）
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
。

＊
４
【
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ －

１
ウ
ィ
ル
ス
】
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ－

１

と
は
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
の
要
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
の
こ
と
。
お
母
さ
ん
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を

持
っ
て
い
る
と
、
授
乳
等
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん

に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
。ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
で
わ
か
る
。



6N o.1 51とっとり市議会だより
�

　
　

住
民
自
治
基
本
条
例
の
精

神
か
ら
い
え
ば
、
砂
の
美
術
館

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の

意
見
を
聞
い
た
り
、
企
画
・
立

案
の
段
階
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
求
め
る
こ
と
が
必
要

だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
時
間
が

全
く
と
ら
れ
て
い
な
い
。
事
業

整
備
を
急
い
だ
理
由
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
平
成　

年
度
に

２４

は
鳥
取
自
動
車
道
の
全
線
開
通

や
Ｊ
Ｒ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
国

際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
等
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、　

年
春
に
は
開

２４

館
を
間
に
合
わ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
９
月
定
例
会
で

議
会
の
議
決
を
得
て
進
め
て
お

り
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
実
施
し
て
き
た
。
時
間
的

な
制
約
・
財
政
的
な
制
約
も
あ

る
が
、
こ
の
事
業
の
的
確
な
運

営
に
努
め
て
い
く
。

問答

レ
鳥
取
に
対
し
、
市
長
は
何
を

期
待
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
全
国
的
に
注
目

度
の
増
す
Ｊ
２
で
ガ
イ
ナ
ー
レ

鳥
取
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
・
県
民
の
連
帯
感
や

一
体
感
を
高
め
る
効
果
や
、
と

り
ぎ
ん
バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
の

観
客
数
の
増
加
に
よ
る
、
地
域

へ
の
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待

で
き
る
。

　

本
市
と
し
て
の
支
援
は
、
Ｊ

２
昇
格
の
機
会
に
、
ガ
イ
ナ
ー

レ
鳥
取
の
今
後
の
持
続
的
な
運

営
に
必
要
な
２
千
万
円
の
出
資

を
考
え
て
お
り
、
今
議
会
に
補

正
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　

今
後
、
Ｊ
リ
ー
グ
側
か
ら
要

請
さ
れ
て
い
る
施
設
の
整
備
・

充
実
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

も
、
有
利
な
財
源
の
確
保
や
、

事
業
内
容
の
優
先
順
位
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
　
　

福
部
町
の
岩
戸
健
康
物

産
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
５
年
度

に
旧
福
部
村
が
建
設
し
た
非

常
に
立
派
な
建
物
だ
が
、
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

こ
の
施
設
の
有
効
的
な
利
活

用
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
市
長
）　
岩
戸
健
康
物
産

セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
岩
戸
集

落
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と

し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
本
来

の
漁
業
者
、
地
区
住
民
の
健
康

づ
く
り
の
場
の
提
供
、
観
光
客

を
誘
導
で
き
る
施
設
と
い
う
目

的
で
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
岩
戸
健
康
物
産
セ
ン

タ
ー
の
う
ち
、
物
産
セ
ン
タ
ー

部
分
に
つ
い
て
は
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
の
一

部
と
し
て
有

効
活
用
で
き

る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、

補
助
事
業
で

つ
く
ら
れ
た

も
の
で
も
あ

る
た
め
、
地

元
集
落
や
漁

業
関
係
者
、

関
係
機
関
等

と
協
議
し
、

有
効
活
用
へ

の
可
能
性
を

見
出
し
て
い

き
た
い
。

�

�

�

問答
　
　

市
長
は
、
今
年
行
わ
れ
た

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
役
所

整
備
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
、

市
民
の
反
応
や
認
識
を
掌
握
す

る
よ
う
な
行
動
を
し
て
お
ら
ず
、

ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も

市
庁
舎
問
題
を
明
記
さ
れ
な

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　

防
災
体
制
や

防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
中
で
も
触
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
包
含
さ
れ
る
事
柄
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
耐
震
性
が
低
い

公
共
施
設
の
耐
震
対
策
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
も

認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と

を
強
調
し
て
き
た
。

　

市
議
会
の
調
査
特
別
委
員
会

で
の
検
討
が
続
く
中
で
あ
り
、

今
後
の
対
策
は
こ
れ
か
ら
具
体

化
し
て
方
針
を
決
め
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
市
役
所
整
備
の
重

要
性
は
、
防
災
対
策
と
し
て
十

分
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

答
　
　

市
庁
舎
建
設
場
所
を
含
め

た
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
２
月

に
出
す
案
に
は
、
具
体
的
な
場

所
が
明
言
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
平
成

　

年
３
月
末
ま
で
に
は
基
本
方

２３針
を
打
ち
出
す
考
え
な
の
か
尋

ね
る
。
ま
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

対
応
す
る
職
員
体
制
が
で
き
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
大
ま
か
な
方
針

を
示
す
具
体
的
な
方
針
案
を
２

月
に
公
表
し
、
こ
の
案
を
議
会

の
特
別
委
員
会
等
に
諮
っ
た
上

で
、
場
所
も
含
め
た
基
本
方
針

を
年
度
末
に
決
定
し
た
い
。

（
副
市
長
）　
　

年
度
完
成
を

２６

問

ジオパーク拠点施設としての活用が期待される福部町岩戸健康物産センター

答

砂
の
美
術
館
環
境
整

備
事
業
に
つ
い
て

寺
垣　

健
二
（
結
）

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て

長
坂　

則
翁
（
無
所
属
）

市
庁
舎
問
題
に
つ
い
て

橋
尾　

泰
博
（
結
）

市
庁
舎
建
設
場
所

に
つ
い
て

中
島　

規
夫
（
清
和
会
）

答
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目
指
す
た
め
に
は
、
内
部
の
体

制
を
十
分
に
整
え
る
こ
と
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。　

月
１

１０

日
に
関
係
課
長
等
で
組
織
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
ま
た
関
係
課
長
等
で
組

織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
事
務
局
も
設
置
し
、
全
庁
的

な
体
制
を
と
っ
て
い
る
。ま
た
、

来
年
度
か
ら
庁
舎
建
設
の
た
め

の
専
門
的
な
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
の
調

査
結
果
も
平
成　

年
４
月
の
市

２１

議
会
特
別
委
員
会
で
報
告
さ
れ

る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
１
年
４

カ
月
経
っ
て
初
め
て
報
告
さ
れ

た
。
適
時
適
切
に
資
料
を
提
供

し
た
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解

を
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
コ

ン
ク
リ
ー
ト
強
度

は
建
物
の
耐
用
年

数
を
考
え
る
上

で
、
１
つ
の
要
素

で
は
あ
る
が
、
市

庁
舎
が
大
規
模
な

地
震
の
振
動
ま
た

は
衝
撃
に
対
し
て

倒
壊
し
、
ま
た
は

崩
壊
す
る
危
険
性

が
高
い
こ
と
に
つ

い
て
、
基
準
と
な

る
数
値
を
既
に
示

し
て
説
明
し
て
お

り
、
コ
ン
ク
リ
ー

問

ト
強
度
の
情
報
が
出
て
い
た
か

出
て
い
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と

で
市
庁
舎
整
備
の
結
論
が
左
右

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
の
情
報

提
供
の
有
無
よ
り
、
市
庁
舎
と

し
て
ど
う
い
う
形
の
も
の
が
よ

り
よ
い
の
か
を
広
い
視
野
で
検

討
し
、
後
の
時
代
に
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

市
庁
舎
の
議
論
を
す
る
上
で
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。

答

　
　

議
会
の
調
査
特
別
委
員
会

や
行
政
側
の
検
討
委
員
会
の
議

事
録
を
見
る
限
り
、
市
長
が
願

う
「
市
民
が
主
役
の
市
政
を
目

指
す
」、「
オ
ー
プ
ン
で
建
設
的

な
議
論
の
積
み
重
ね
」
で
は
な

く
、
行
政
主
導
で
議
論
が
誘
導

さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
市
長
）　
議
会
で
は
、
昨

年
３
月
の
特
別
委
員
会
設
置

後
、　

回
の
視
察
、
審
議
を
重

１５

問答

ね
ら
れ
、
ま
た
、
行
政
側
の
検

討
委
員
会
で
も
、
専
門
家
や
市

民
団
体
が
議
論
を
重
ね
た
結

果
、
耐
震
補
強
よ
り
新
築
統
合

を
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

行
政
が
、
市
民
の
意
見
を
十
分

に
反
映
せ
ず
行
政
主
導
で
決
め

た
と
い
う
指
摘
は
当
た
ら
な
い

市
庁
舎
の
耐
震
診
断

情
報
提
供
の
あ
り
方

に
つ
い
て

角
谷　

敏
男
（
共
産
党
）

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

木
村　

和
久
（
結
）

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
の

結
論
を
基
に
、
さ
ら
に
幅
広
く

市
民
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

基
礎
調
査
、
説
明
会
等
を
通
じ

て
情
報
発
信
し
、
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
合
意
形
成
を
進
め

て
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�

　
　

市
営
住
宅
や
県
営
住
宅
等

の
水
道
料
金
は
、
居
住
者
の
代

表
が
徴
収
業
務
を
行
っ
て
い
る

が
、
高
齢
化
等
に
よ
り
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
徴
収
の
負
担
軽

減
を
図
る
上
で
も
、
一
戸
建
て

住
宅
と
同
様
に
戸
別
検
針
、
戸

別
料
金
徴
収
が
で
き
な
い
の
か

尋
ね
る
。

　
　
（
水
道
事
業
管
理
者
）　

徴

収
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

既
に
実
施
し
て
い
る
他
都
市
の

状
況
等
も
調
査
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
が
、
建
物
の
構
造
や

水
道
施
設
の
適
合
条
件
、
そ
の

水
道
施
設
の
帰
属
等
の
問
題
が

あ
る
。

　

ま
た
、
対
象
戸
数
が
約
１
万

８
５
０
０
戸
あ
り
、
水
道
局
が

水
道
メ
ー
タ
ー
を
管
理
し
、
各

戸
計
量
や
各
戸
徴
収
を
行
う
場

合
の
必
要
経
費
等
、
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題

が
あ
る
。

　

利
用
者
間
の
公
平
性
の
こ
と

も
あ
り
、
公
営
住
宅
に
限
ら
ず

民
間
の
集
合
住
宅
も
含
め
、
各

戸
計
量
や
各
戸
徴
収
に
つ
い
て

問
題
を
解
決
の
上
、
条
件
が
整

え
ば
可
能
か
ど
う
か
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。

水
道
料
金
の
徴
収

に
つ
い
て

田
村　

繁
已
（
公
明
党
）

耐震対策が議論される鳥取市庁舎

　
　

本
市
は
合
併
し
て　

万
都

２０

市
と
な
っ
た
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
え

る
。　

万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

２０

ン
を
示
し
、
市
民
と
の
協
働
を

進
め
た
第
８
次
総
合
計
画
の
数

値
目
標
と
そ
の
達
成
率
を
尋
ね

る
。

　
　
（
市
長
）　
第
８
次
総
合
計

画
の
基
本
計
画
で
数
値
目
標
を

設
定
し
て
い
る
１
３
５
項
目
の

取
り
組
み
の
内
１
０
０
項
目
が

目
標
達
成
率　

％
以
上
で
あ

８０

り
、
お
お
む
ね
順
調
に
達
成
を

図
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
第
９
次
総
合
計
画
に

お
い
て
改
め
て
位
置
づ
け
て
取

り
組
み
を
進
め
る
が
、
山
陰
海

岸
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
加
盟
、
鳥
取
自
動
車
道

の　

年
度
の
完
全
な
開
通
な
ど

２４
明
る
い
要
素
が
あ
る
。
第
８
次

総
合
計
画
の
未
達
成
の
部
分

は
、
第
９
次
総
合
計
画
に
引
き

継
ぎ
「
人
が
輝
き　

ま
ち
が
き

問 第
９
次
総
合
計
画

に
つ
い
て

高
見　

則
夫
（
清
和
会
）

答 問

答
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問
　
　

総
合
支
所
と
住
民
が
一
体

と
な
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
本
庁
に
集
中
し

た
職
員
を
総
合
支
所
に
再
配
置

す
る
と
と
も
に
、
総
合
支
所
長

に
地
域
の
問
題
に
対
し
迅
速
に

決
断
、
対
応
で
き
る
権
限
を
持

た
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
（
市
長
）　
定
員
適
正
化
計

画
に
よ
り
、
総
合
支
所
の
職
員

数
は
合
併
時
の
約
３
分
の
２
に

な
っ
て
い
る
が
、
執
行
体
制
の

見
直
し
や
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
事

務
所
を
設
け
る
等
、
よ
り
効
率

的
な
業
務
執
行
体
制
を
築
く
と

と
も
に
、人
事
異
動
の
際
に
は
、

地
域
の
実
情
を
よ
く
知
る
職
員

を
積
極
的
に
総
合
支
所
に
配
置

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
企
画
推
進
部
長
）　

総
合
支

所
長
に
は
、
住
民
生
活
や
地
域

振
興
の
業
務
を
重
点
的
に
執
行

で
き
る
よ
う
、
災
害
対
策
非
常

配
備
体
制
の
決
定
を
初
め
と
し

た
本
庁
の
部
長
級
相
当
の
決
裁

権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

支
所
長
会
議
で
は
、
総
合
支

所
で
の
政
策
決
定
等
、
重
要
な

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
支

所
長
は
、
市
の
施
策
を
協
議
す

る
幹
部
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
。

総
合
支
所
の
充
実

に
つ
い
て

田
中　

文
子
（
共
産
党
）

（
市
長
）　
具
体
的
な
優
先
順

位
の
議
論
は
難
し
い
。
時
点
時

点
で
の
財
政
状
況
等
、
最
悪
の

事
態
の
内
容
を
考
慮
し
て
、
最

善
の
調
整
を
図
り
、
最
善
の
対

処
を
し
て
い
く
。

　

な
お
、
コ
ス
ト
縮
減
に
も

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
ど
の
よ

う
な
事
態
に
も
対
処
で
き
る
よ

う
な
備
え
も
進
め
て
い
く
。

平成22年12月に答申された鳥取
市第９次総合計画（案）

�

�

　
　

学
生
確
保
の
た
め
に
は
、

公
立
化
だ
け
で
な
く
学
生
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
環
境
大
学
周

辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
商
業
施
設
等
の

環
境
整
備
や
学
生
ア
パ
ー
ト
入

居
支
援
事
業
の
継
続
実
施
、
通

学
路
と
な
る
県
道
若
葉
台
東
町

線
自
転
車
歩
行
者
道
の
改
良
整

備
が
必
要
と

考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
（
市
長
）

　

大
学
周
辺

環
境
の
整
備

に
つ
い
て

は
、
若
葉
台

北
６
丁
目
の

大
規
模
用
地

を
工
業
用

地
、
商
業
用

地
と
し
て
今

後
活
用
す
る

答

鳥
取
環
境
大
学
の

学
生
確
保
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

寺
坂　

寛
夫
（
新
）

中
で
、
利
便
施
設
の
充
実
等
を

図
り
た
い
。

　

県
道
若
葉
台
東
町
線
の
改
良

整
備
に
つ
い
て
は
、
杉
崎
橋
付

近
か
ら
県
道
津
ノ
井
国
府
線
と

の
交
差
点
付
近
ま
で
は　

年
度

22

に
事
業
化
さ
れ
て
お
り
、
残
る

区
間
は
、
今
後
の
事
業
の
必
要

性
を
検
討
す
る
と
県
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。
本
市
と
し
て
は
、

歩
行
者
等
の
安
全
確
保
の
た

め
、
早
期
整
備
を
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
学
生
へ
の
ア
パ
ー
ト

入
居
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
来

年
度
も
継
続
す
る
。

ら
め
く　

快
適
・
環
境
都
市
」

の
大
目
標
の
も
と
で
進
め
て
い

く
。

問
　
　

国
の
交
付
金
の
減
額
、
三

洋
Ｃ
Ｅ
の
事
業
撤
退
、
不
景
気

と
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費

の
思
わ
ぬ
急
増
等
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
本
市
の
計
画
通
り
の
財

源
確
保
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
計
画
し
て
い

る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
業
規
模

や
優
先
順
位
に
つ

い
て
市
長
の
考
え

を
尋
ね
る
。

　
　
（
総
務
部
長
）

　

第
９
次
総
合
計

画
に
お
け
る
大
型

事
業
の
財
政
見
通

し
は
、
概
算
で
市

庁
舎
建
設
に　

億
９２

４
千
万
円
、
河
原

工
業
団
地
と
可
燃

物
処
理
施
設
へ
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に

約　

億
円
を
そ
れ

３０
ぞ
れ
見
込
ん
で
い

る
。

第
９
次
総
合
計
画

に
つ
い
て

児
島　
　

良
（
結
）

問

答

職員の再配置と支所長の権限の強化が期待される総合支所

答

学生確保のため魅力ある整備が求められる環境大学周辺地域
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本
市
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
か
ら
」
を
理
念
に
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
指
す
子
ど

も
像
を
「
ふ
る
さ
と
を
思
い
、

志
を
持
つ
子
」
と
定
め
取
り
組

ん
で
い
る
。
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
連
携
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
取
り

組
み
を
尋
ね
る
。

　
　
（
教
育
長
）　
「 
ト 
リ
ニ

�
�

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
」
や
「
モ
ラ
ル

や
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
を
大
切
に

す
る
風
土
（
人
）
づ
く
り
事
業
」

を
核
と
し
て
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

生
涯
学
習
の
面
で
は
、
就
学

前
の
子
ど
も
を
持
つ
す
べ
て
の

保
護
者
を
対
象
に
「
子
育
て
・

親
育
ち
講
座
」
を
小
学
校
・
幼

稚
園
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
全

地
区
公
民
館
で
「
子
ど
も
と
大

人
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」
で
世
代

間
交
流
を
図
り
、
各
地
域
で
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
い
う

機
運
を
高
め
て
い
る
。
今
後
は

子
ど
も
を
真
ん
中
に
据
え
て
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
互

い
に
足
り
な
い
と

こ
ろ
を
補
い
合

い
、
高
め
合
お
う

と
い
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問
　
　

今
年
の
夏
は
猛
暑
で
あ
っ

た
た
め
、
小
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
の
健
康
や
学
習
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
た
。
文
部
科
学
省

の
基
準
で
は
、
夏
季
の
教
室
温

度
は　

度
以
下
が
望
ま
し
く
、

３０

集
中
で
き
る
の
は　

度
か
ら　

２５

２８

度
と
あ
る
。今
後
の
空
調
設
備
の

�
�
�
�
�

学
校
・
家
庭
・
地
域
の

関
わ
り
に
つ
い
て

入
江　

順
子
（
新
）

小
中
学
校
の
空
調 

設
備
に
つ
い
て

砂
田　

典
男
（
新
）

問
　
　

町
内
会
へ
の
加
入
率
や
町

内
会
の
役
員
の
な
り
手
が
少
な

く
、
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
吸

収
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

第
９
次
総
合
計
画
の
中
で
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
町
内
会
は
、
地

域
課
題
が
あ
っ
た
と
き
に
一
緒

に
考
え
て
解
決
を
図
る
上
で
大

変
重
要
な
組
織
で
あ
る
。
民
生

委
員
や
児
童
委
員
を
経
験
さ
れ

た
人
の
声
を
紹
介
し
、
多
く
の

人
に
そ
の
地
域
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

地
域
へ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
問
題
の
解
決
に
自
ら
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
域
の
共
有

財
産
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
市
と
し
て
も
、
各
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
強

力
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
方
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

森
本　

正
行
（
新
）

　
　
　

月　

日
か
ら　

月　

日

１１

１５

１２

１２

に
か
け
約
４
６
０
０
万
円
か
け

て
実
施
さ
れ
た
街
な
か
交
通
実

験
で
は
、
縁
石
代
わ
り
に
設
置

し
た
Ｈ
型
鋼
が
原
因
と
な
る
事

故
が
起
き
た
。
こ
の
原
因
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
３
件
の
事
故
の

う
ち
２
件
に
つ
い
て
は
、
自
動

車
が
Ｈ
型
鋼
に
乗
り
上
げ
た
事

故
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
物
損
事

故
で
あ
る
。
残
る
１
件
は
、
路

肩
に
駐
車
し
て
い
る
車
に
乗
り

込
む
際
、つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
、

け
が
を
し
た
事
故
で
あ
る
。

（
都
市
整
備
部
長
）　 
対
策
と

し
て
は
、
発
光
ラ
イ
ト
を
設
置

問 街
な
か
交
通
実
験

に
つ
い
て

両
川　

洋
々
（
結
）

整
備
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
（
教
育
長
）　

現
在
、
本
市

の
小
中
学
校
で
は
、
職
員
室
、

保
健
室
等
の
管
理
棟
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
、
図
書
室
等
の
特
別
教

室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し

て
お
り
、
普

通
教
室
に
は

設
置
し
て
い

な
い
。
エ
ア

コ
ン
は
、
多

額
の
設
置
費

用
が
か
か
る

上
、
将
来
に

わ
た
り
相
当

な
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が

必
要
な
た

め
、
今
の
と

こ
ろ
、
普
通

教
室
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
見
合
わ
せ
て
い

る
が
、
猛
暑
対
策
の
た
め
、
来

年
夏
ま
で
に
小
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
扇
風
機
を
各
３
台
ず

つ
設
置
す
る
こ
と
で
対
応
し
た

い
。
設
置
後
の
状
況
を
み
て
、

今
後
の
対
応
を
考
え
た
い
。

問

答

答

答

城北地区公民館で行われた子どもと大人のふれあい事業

年次的に整備が進められている学校の扇風機（壁上部）

答

語
句
注
釈

＊
５
【
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
プ

ラ
ン
】
鳥
取
市
教
育
委

員
会
が
示
し
た
学
力
向

上
計
画
の
こ
と
。
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本
市
の
南
部
地
域
に
は
、

佐
治
町
の
石
や
河
原
町
の
土

（
陶
芸
）
等
、
鳥
取
自
動
車
道

か
ら
近
い
場
所
に
魅
力
あ
る
観

光
地
が
あ
る
。「
砂
と
土
と
石
」

と
い
う
関
連
し
た
宝
を
使
い
、

�

�

�

　
　

ク
レ
ー
射
撃
場
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
有
害
鳥

獣
駆
除
の
観
点
か
ら
、
狩
猟
関

問

係
者
の
技
能
訓
練
や
安
全
訓
練

の
施
設
と
し
て
、
広
域
に
お
け

る
検
討
、
県
へ
の
協
議
が
進
ん

で
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
有
害
鳥
獣
被
害

が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
県
４

市
の
市
長
会
が
行
っ
た
県
要
望

で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め

砂
丘
や
砂
の
美

術
館
と
南
部
地

域
を
結
び
つ
け

た
観
光
ル
ー
ト

を
創
設
し
て
は

ど
う
か
尋
ね
る
。

　
　
（
市 
長
）　

河
原
町
に
は
、

中
井
窯
、
牛
ノ

戸
焼
、
や
な
せ

窯
等
、
複
数
の

窯
元
（
土
）
が

あ
り
、
佐
治
町

の
佐
治
川
は
、

佐
治
川
石（
石
）

の
産
地
と
し
て
全
国
的
に
も
有

名
で
あ
る
。
ま
た
、
用
瀬
町
の

赤
波
渓
谷
の
お
う
穴
群
や
さ
じ

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
等
、
石
に
関

わ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

「
砂
（
ｓ
ａ
ｎ
ｄ
）
と
土

（
ｓ
ｏ
ｉ
ｌ
）
と
石
（
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
）」

を
結
び
つ
け
、「
３
Ｓ
観
光
ル
ー

ト
」
と
し
て
売
り
込
む
こ
と
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
十
分
魅

力
の
あ
る
ル
ー
ト
を
構
成
し
、

本
市
の
観
光
ル
ー
ト
の
１
つ
と

し
て
、
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等

に
も
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

ク
レ
ー
射
撃
場
の

　
  
再
整
備
に
つ
い
て

有
松　

数
紀
（
新
）

し
た
。
ま
た
事
故
に
遭
わ
れ
た

方
に
対
し
て
は
、
道
路
管
理
者

の
国
土
交
通
省
と
と
も
に
丁
寧

な
対
応
を
行
っ
た
。

中
山
間
地
を
宝
に
変

え
て
次
の
世
代
へ

金
谷　

洋
治
（
清
和
会
）

問

答

射
撃
場
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
申
し
入
れ
て

い
る
。

　

こ
の
他
事
務
レ
ベ
ル
、
ま
た

知
事
と
の
意
見
交
換
に
お
い
て

も
要
望
は
行
っ
て
お
り
、
県
の

認
識
と
し
て
は
施
設
設
置
の
予

定
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、昨
今
の
ク
マ
被
害
を
受
け
、

そ
の
後
施
設
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
前
向
き
の
意
向
が
示

さ
れ
た
。

　

今
後
も
県
に
対
し
て
強
く
要

望
し
て
い
く
中
で
、
具
体
的
な

場
所
や
整
備
の
時
期
に
つ
い
て

も
、
実
務
的
な
協
議
を
含
め
て

　
　

第
９
次
総
合
計
画
の
主
な

施
策
と
し
て
、
農
林
水
産
物
の

産
地
化
、
特
産
品
化
の
推
進
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
鳥

取
地
域
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
登
録

制
度
」
に
現
在　

品
の
ブ
ラ
ン

２４

ド
農
産
物
が
認
定
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
を
育
て
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
売
り
出
し
て
い

く
こ
と
で
、
高
付
加
価
値
で
、

収
益
性
の
高
い
農
業
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
品
質
の
い
い
も

の
を
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
た

量
で
生
産
で
き
る
体
制
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
生

産
者
の
努
力
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
関
連
す

る
農
業
団
体
や
市
の
施
策
が
相

問 農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て

中
村　

晴
通
（
結
）

現在閉鎖中のクレー射撃場

　
　

久
松
山
下
に
は
国
指
定
の

文
化
財
が
多
い
。
久
松
山
を
背

景
と
し
た
美
し
い
山
の
手
地
区

に
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
を
適

用
し
て
歴
史
的
ま
ち
割
り
を
尊

重
し
た
総
合
的
な
整
備
を
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

久
松
山
下
ま
ち
づ
く
り
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

　
　
（
市
長
）　
第
９
次
総
合
計

画
に
お
い
て
も
、
鳥
取
城
跡
久

松
公
園
の
再
整
備
や
、
お
堀
端

沿
道
の
景
観
整
備
な
ど
を
位
置

問

づ
け
て
お
り
、
今
後
取
り
組
み

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
全
体
と
し
て
久
松
山
下

周
辺
地
域
へ
の
ま
ち
な
か
居
住

を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
政
府
の
事
業

仕
分
け
に
よ
り
、
歴
史
的
環
境

形
成
総
合
支
援
事
業
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
残
念
な
こ
と

で
あ
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
関
係
法
令
を
で
き
る
だ
け
活

用
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

答

答

答 積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

車道と自転車道を分離して実施されたまちなか交通実験

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法

を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

太
田　
　
 

（
無
所
属
）

＊
６

語
句
注
釈

＊
６
【
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
】
地
域
に
お
け
る
歴

史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
。
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ま
っ
て
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物

を
売
り
出
し

て
い
く
こ
と

が
「
食
の
み

や
こ
鳥
取

県
」
の
取
り

組
み
に
も
合

致
す
る
も
の

と
認
識
し
て

お
り
、
引
き

続
き
努
力
し

た
い
。�

�
�
�
�

　
　

も
し
も
三
洋
電
機
Ｃ
Ｅ

が
、
本
市
か
ら
撤
退
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
本
市
の
雇
用
を
は

じ
め
、
様
々
な
形
で
市
政
に
大

き
な
影
響
が
出
る
。
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
市
長

は
自
身
の
政
治
生
命
を
か
け

て
、
本
市
で
の
三
洋
Ｃ
Ｅ
の
事

業
継
続
を
守
る
決
意
が
あ
る
の

問

か
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
三
洋
電
機
Ｃ
Ｅ

の
事
業
継
続

は
、
大
変
重
要

な
問
題
で
あ

り
、
県
や
商
工

会
議
所
と
連
携

し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
本

市
と
し
て
の
支

援
充
実
を
し
よ

う
と
考
え
て
い

る
。

　

な
お
親
会
社

　
　
「
差
別
の
な
い
人
権
尊
重

の
都
市
」
を
目
指
し
て
い
る
中

で
、
ど
の
よ
う
な
差
別
問
題
や

人
権
問
題
が
現
存
し
、
ど
の
よ

う
な
被
害
や
基
本
的
人
権
の
侵

害
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
被
差

別
者
や
被
害
者
の
生
活
実
態
の

把
握
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
（
市
長
）　
差
別
や
人
権
侵

害
の
実
態
を
把
握
し
て
、
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
差
別
や
人
権
侵
害

の
解
消
を
目
指
し
て
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
人
権
政
策
監
）　

平
成　

年
１７

に
実
施
し
た
「
同
和
問
題
等
人

権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
に
よ
る
と
、
同
和
地
区
住

民
に
お
け
る
就
職
面
、
教
育
の

格
差
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
に
基
づ
く
女
性
差
別
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

へ
の
虐
待
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
書
き
込
み
、
犯
罪
被
害
者
に

対
す
る
差
別
、
差
別
落
書
き
、

土
地
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
の
人
権
侵
害
が
あ
る
。

�

�

三
洋
電
機
Ｃ
Ｅにつ

い
て

上
田　

孝
春
（
結
）

差
別
の
な
い

　
人
権
尊
重
の
社
会

　
　
づ
く
り
に
つ
い
て

椋
田　

昇
一
（
新
）

変
革
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
本
市
の
企
業
に
対
す
る
周

知
・
啓
発
の
仕
方
を
尋
ね
る
。

　
　
（
市
長
）　
今
年
度
は
、
７

月
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取
と
県

東
部
の
高
等
学
校
と
と
も
に
鳥

取
商
工
会
議
所
や
３
商
工
会
に

対
し
て
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

向
け
の
求
人
要
請
を
行
っ
た
。

と
な
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
へ
は
、

本
市
が
取
り
組
む
ス
マ
ー
ト
・

グ
リ
ッ
ド
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
へ
の
参
画
を
要
請
す
る

な
ど
し
て
お
り
、

本
市
が
鳥
取
で
の

事
業
継
続
に
決
意

と
覚
悟
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
側
に
も
十

分
伝
わ
っ
て
い
る

と
思
う
。

　

し
か
し
、
鳥
取

で
の
事
業
継
続
を

前
向
き
に
考
え
て

も
ら
え
る
程
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え

ま
た
若
者
の
地
元
定
着
を
促
進

す
る
た
め
に
、
市
内
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た
市
内
企
業
見
学

会
を
毎
年
２
月
頃
に
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
企
業
と
求
職
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
の

取
り
組
み
を
大
幅
に
拡
充
し
て

い
き
た
い
。

本市が事業継続に決意を持って取り組む三洋電機ＣＥ

答

問答

ブランド品として定着が期待される農産物

て
い
る
か
は
、
ま
だ
努
力
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
覚

悟
を
決
め
て
一
層
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

答

　
　

新
卒
未
就
職
者
や
高
卒
者

の
就
職
支
援
対
策
を
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
む
考
え
が

あ
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
る
。

　

ま
た
卒
業
後
３
年
間
は
新
卒

扱
い
と
す
る
制
度
改
革
が
さ
れ

た
が
、
企
業
側
の
雇
用
認
識
を

問
就
職
支
援
に
つ
い
て

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
） 高校生を対象に開催された企業見学会
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本
会
議
は
市
民
生
活
に
関
わ
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
る
重
要
な

会
議
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

議
場
配
置
図

8
木村　和久

7
椋田　昇一

質問席

6
長坂　則翁

5
太田　　

20
児島　　良

19
中村　晴通

18
中島　規夫

17
湯口　史章

32
両川　洋々

31
橋尾　泰博

30
寺垣　健二

29
高見　則夫

12
山田　延孝

11
砂田　典男　

10
寺坂　寛夫

9
島谷　龍司

24
中西　照典

23
房安　　光

22
有松　数紀

21
川瀬　滋子

36
上杉　栄一

35
入江　順子 森本　正行

34 33
上田　孝春

（市議会事務局）

病院事務局長 水道局次長 教育委員会
事務局次長

病院事業管理者 水道事業管理者 教育長

総務部次長 防災調整監

総務部長 農林水産部長 都市整備部長 環境下水道部長 健康・子育て
推 進 局 長

市　長 副市長 福祉保健部長 経済観光部長

4
金谷　洋治

3
平野真理子

2
石田憲太郎

1
田中　文子

16
下村　佳弘

15
田村　繁已

14
桑田　達也

13
伊藤　幾子

28
　田　博幸

27
上紙　光春

26
谷口　秀夫

25
角谷　敏男

演　壇

市議会事務局長 議　長

（市議会事務局）                       （市議会事務局）

会計管理者

総務調整監 人権政策監

企画推進部長

会　
　

長　

上
杉　
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一
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長　
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長　

房
安　
　

光

副
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事
長　

山
田　

延
孝

政
調
会
長　

有
松　

数
紀

副
政
調
会
長　

寺
坂　

寛
夫

副
政
調
会
長　

島
谷　

龍
司

会　
　

計　

入
江　

順
子
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会 

計　

砂
田　

典
男

顧　
　

問　
中
西　

照
典
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≪不採択となったもの≫
・・国家予算編成において、教育予算拡充を求める意見書提出
を求める請願
（理由）請願事項３について、奨学金制度を「貸与」から
「給付」方式に変更することは現実的に実施困難と考えら
れるため。

　
���
≪採択となったもの≫
・・細菌性髄膜炎ワクチン（ヒブワクチン、七価ワクチン）の
公費による定期接種の早期実現を求める陳情
（理由）趣旨が妥当と認められるため。

≪不採択となったもの≫
・・原子力に依存しないエネルギー政策への転換を求める意見
書提出を求める陳情
（理由）現実的に実施困難と考えられる内容が含まれてい
るため。

・・島根原子力発電所の早急な耐震補強対策を求める意見書提
出を求める陳情
（理由）中国電力が提出した島根原子力発電所の耐震対策
に係る断層の調査や耐震安全性については、原子力安全・
保安院が妥当であると評価しているため。

・・業務委託の要望についての陳情
（理由）本市と岩美町との協定に基づいた業務であり、本
件は岩美町が判断し解決されるべき問題である。

・・永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書
提出を求める陳情
（理由）永住外国人への地方参政権付与については、現在
国においても議論されているところであり、慎重な対応が
必要なため。

・・住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める意
見書提出を求める陳情
（理由）国の動向に反する内容であるため。

≪継続審査≫
・・「交通基本法」制定を求める意見書提出を求める陳情
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。
・・「環太平洋戦略的経済連携協定」（ＴＰＰ）に参加しないこ
とを求める意見書提出を求める陳情
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。
・・「食料・農業・農村基本計画」に沿って、実効ある施策の
推進を求める意見書提出を求める陳情
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。
・・Ｂ型肝炎訴訟の早期全面解決を求める意見書提出を求める
陳情
（理由）さらに調査研究が必要と認められるため。
・・ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）に参加しないこと
を求める意見書提出を求める陳情
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。
・・永住外国人住民の地方自治体参政権に関する陳情
（理由）永住外国人への地方参政権付与については、引き続
き国の議論、動向を見守る必要があるため。
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鳥取市庁舎建設に関する調査特別委員会
の構成と調査事件          （９人）

◎委員長　○副委員長

◎　中　  島　  規　  夫
○　森　  本　  正　  行
　　石　  田　  憲 太 郎
　　房　  安　 　　   光
　　角　  谷　  敏　  男
　　高　  見　  則　  夫
　　寺　  垣　  健　  二
　　橋　  尾　  泰　  博
　　上　  杉　  栄　  一

鳥取市庁舎建設に関する調査研究

（委員は議席順）

平成２２年第３回鳥取市議会臨時会附議案議決結果
（平成２２年１１月３０日（火）開催）

議決結果案　件　と　概　要議案番号区分

原案可決
鳥取市職員給与条例等の一部改正について
（国家公務員の給与改定に準じて、一般職及び特別職の
職員の給与の改定を行うもの）

１４７予算
（１）

原案可決

訴えの提起について
（滞納学校給食費の支払督促に対し、督促意義の申し立
てがあったため、民事訴訟法第３９５条の規定により、
支払督促の申立ての時に、訴えの提起があったものと
みなされたため）

１４８その他
（１）

報告

専決処分事項の報告について
（平成２２年８月１７日市道南隈晩稲１号線の歩道除草中
に、刈払機の刃で石を跳ね、相手方車両の後部ガラス
を破損した物損事故の損害賠償の額及び和解につい
て報告するもの（平成２２年１０月１５日先決））

１５

報告
（３）

報告

専決処分事項の報告について
（平成２２年９月７日に市道東品治町１号線を相手方車
両が走行中、マンホールの段差によって、車両の車体
前方下部が破損し、エアバックが作動した物損事故の
損害賠償の額及び和解について報告するもの（平成２２
年１０月２１日専決））

１６

報告

専決処分事項の報告について
（平成２２年７月２９日公用車が、県道鳥取倉吉鹿野線（国
体道路）を嶋方面へ右折する際、鳥取駅方面より直進
してきた相手方車両の前方部と公用車の左側面が接
触し、そのはずみで、道路わきのガードレールに衝突
した物損事故の損害賠償の額及び和解について報告
するもの）

１７

平成２３年第１回鳥取市議会臨時会附議案議決結果
（平成２３年１月３１日（月）開催）

議決結果案　件　と　概　要議案番号区分

原案可決
平成２２年度鳥取市一般会計補正予算（第７号）
（補正前　８７，９４８，７３０千円　補正額　１，６１０，８５５千円
　補正後　８９，５５９，５８５千円）

１

予算
（６）

原案可決
平成２２年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第４号）
（補正前　９，７８１，５４０千円　補正額　０千円
　補正後　９，７８１，５４０千円）

２

原案可決
平成２２年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第４号）
（補正前　８２３，９８２千円　補正額　２３，２９１千円
　補正後　８４７，２７３千円）

３

原案可決
平成２２年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第３号）
（補正前　２，８５６，８９９千円　補正額　２０，０００千円
　補正後　２，８７６，８９９千円）

４

原案可決
平成２２年度鳥取市観光施設運営費事業費特別会計補正予算（第３号）
（補正前　７２，４９２千円　補正額　１３，８３１千円
　補正後　８６，３２３千円）

５

原案可決
平成２２年度鳥取市病院事業会計補正予算（第２号）
（補正前　８，８８８，９９６千円　補正額　２８，９４４千円
　補正後　８，９１７，９４０千円）

６

原案可決
工事請負契約の変更について
（鳥取市立末恒小学校校舎耐震補強（建築）工事請負契
約を変更するもの）

７その他
（１）

報告

専決処分事項の報告について
（平成２２年１１月２１日国府町町屋地内の国府橋において、
公用車の後方に停車中の相手方車両の前部と公用車
の後部とが接触した、物損事故の損害賠償の額を確定
し和解するもの（平成２３年１月６日専決））

１報告
（１）
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平成22年12月鳥取市議会定例会附議案等議決結果（予算・条例・その他）

発
行
日
／
平
成
２３

年
（
2011年

）３
月
１
日
　
編
集
発
行
／
鳥
取
市
議
会

〒
680-8571  鳥

取
市
尚
徳
町
116番

地
  ?（

0857）
20-3343　

 F
A
X
 20-3049

議決結果件　名　と　概　要議案番号区 分
原案可決平成22年度鳥取市一般会計補正予算（第5号）（補正前　84,807,343千円　補正額　2,965,392千円　補正後　87,772,735千円）149

予　算
（13件）

原案可決平成22年度鳥取市土地区画整理費特別会計補正予算（第1号）（補正前439,176千円　補正額　141,469千円　補正後　580,645千円）150
原案可決平成22年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第3号）（補正前　9,838,684千円　補正額　△ 57,144千円　補正後　9,781,540千円）151
原案可決平成22年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第3号）（補正前　820,714千円　補正額　3,268千円　補正後　823,982千円）152
原案可決平成22年度鳥取市駐車場事業費特別会計補正予算（第1号）（補正前　33,168千円　補正額　△ 306千円　補正後　32,862千円）153
原案可決平成22年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第3号）（補正前　17,837,725千円　補正額　21,202千円　補正後　17,858,927千円）154
原案可決平成22年度鳥取市土地取得費特別会計補正予算（第1号）（補正前　10,752千円　補正額　△ 7,172千円　補正後　3,580千円）155
原案可決平成22年度鳥取市集落排水事業費特別会計補正予算（第2号）（補正前　2,876,986千円　補正額　△ 20,087千円　補正後　2,856,899千円）156
原案可決平成22年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第2号）（補正前　14,676,618千円　補正額　△ 12,887千円　補正後14,663,731千円）157
原案可決平成22年度鳥取市財産区管理事業費特別会計補正予算（第1号）（補正前　13,088千円　補正額　△ 101千円　補正後　12,987千円）158
原案可決平成22年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第1号）（補正前　1,790,075千円　補正額　△ 7,161千円　補正後　1,782,914千円）159
原案可決平成22年度鳥取市水道事業会計補正予算（第2号）（補正前　6,493,647千円　補正額　3,712千円　補正後　6,497,359千円）160
原案可決平成22年度鳥取市一般会計補正予算（第6号）（補正前　87,772,735千円　補正額　175,995千円　補正後　87,948,730千円）207
原案可決鳥取市環境審議会条例の制定について（鳥取市清掃審議会と鳥取市環境保全審議会を統合し、新たな条例を設置するもの）161

条　例
（７件）

原案可決鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市鹿野町水谷集会所及び鳥取市鹿野町木梨集会所を廃止するもの）162
原案可決鳥取市ホームヘルパー派遣手数料及び訪問入浴サービス手数料の徴収に関する条例の一部改正について（ホームヘルパー派遣手数料及び訪問入浴サービス手数料の徴収に関し、対象者、対象事業等を見直すもの）163
原案可決鳥取市総合福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市総合福祉センターの第２会議室の使用料の額を改正するもの）164
原案可決鳥取市老人憩の家の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市気高町老人憩の家を廃止するもの）165
原案可決鳥取市高齢者創作交流施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市河原町むつみ創作館を廃止するもの）166
原案可決鳥取市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について（若葉台北地区地区整備計画及び江津地区地区整備計画の建築物又はその敷地に関する制限を追加するもの）167
原案可決鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更について（ふるさと市町村圏計画を廃止するが、鳥取県東部圏域の地域振興事業については引続き推進するため、規約の変更を行うもの）168

その他
（37件）

原案可決鳥取市介護老人保健施設の指定管理者の指定について（社会福祉法人　あすなろ会）169
原案可決鳥取市老人福祉センターの指定管理者の指定について（社会福祉法人　鳥取市社会福祉協議会）170
原案可決鳥取市青谷町高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定について（社会福祉法人　鳥取市社会福祉協議会）171
原案可決鳥取市立児童館の指定管理者の指定につい（社会福祉法人　鳥取福祉会）172
原案可決鳥取市母子生活支援施設の指定管理者の指定について（社会福祉法人　鳥取福祉会）173
原案可決鳥取市公設地方卸売市場の指定管理者の指定について（協同組合　鳥取総合食品卸売市場）174
原案可決鳥取市佐治町和紙生産伝習施設の指定管理者の指定について（有限会社　かみんぐさじ）175
原案可決鳥取市あおや和紙工房の指定管理者の指定について（財団法人　鳥取市文化財団）176
原案可決鳥取市河原町お城山展望台の指定管理者の指定について（風土資産研究会）177
原案可決鳥取市流しびなの館の指定管理者の指定について（財団法人　用瀬町ふるさと振興事業団）178
原案可決鳥取市佐治町和紙民芸館の指定管理者の指定について（株式会社　さじ弐拾壱）179
原案可決鳥取市佐治町自然環境活用センターの指定管理者の指定について（株式会社　さじ弐拾壱）180
原案可決鳥取市佐治町たんぽり荘の指定管理者の指定について（株式会社　さじ弐拾壱）181
原案可決鳥取市気高町遊漁センターの指定管理者の指定について（有限会社　遊漁）182
原案可決鳥取市立温泉館の指定管理者の指定について（特定非営利活動法人　気多の櫂）183
原案可決鳥取市キャンプ場の指定管理者の指定について（株式会社　さじ弐拾壱）184
原案可決鳥取市鳥取砂丘情報館の指定管理者の指定について（鳥取市観光協会）185
原案可決鳥取市かちべ伝承館の指定管理者の指定について（特定非営利活動法人Ｂ．Ｆ．Ｏじげ）186
原案可決鳥取市道の駅の指定管理者の指定について(有限会社　むらかみ)187
原案可決鳥取市道の駅の指定管理者の指定について(株式会社　ドリームかわはら)188
原案可決鳥取市都市公園の指定管理者の指定について(風土資産研究会)189
原案可決仁風閣及び宝扇庵の指定管理者の指定について（財団法人　鳥取市文化財団）190
原案可決鳥取市歴史博物館の指定管理者の指定について（財団法人　鳥取市文化財団）191
原案可決鳥取市青谷上寺地遺跡展示館の指定管理者の指定について（財団法人　鳥取市文化財団）192
原案可決鳥取市あおや郷土館の指定管理者の指定について（財団法人　鳥取市文化財団）193
原案可決鳥取市因幡万葉歴史館の指定管理者の指定について（財団法人　鳥取市文化財団）194
原案可決財産の無償譲渡について（鳥取市鹿野町水谷集会所及び鳥取市鹿野町木梨集会所を地縁による団体に無償で譲渡するもの）195
原案可決財産の無償譲渡について（鳥取市河原町むつみ創作館を小規模作業所に無償で譲渡するもの）196
原案可決鳥取市営土地改良事業の施行、経費の賦課基準等について（鹿野町梶掛地区農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業の施行及び経費の賦課基準等を定めるもの）197
原案可決業務委託に関する基本協定の締結について（鳥取市公共下水道秋里下水終末処理場の建設工事委託業務の契約を締結するもの契約金額　285，000千円契約相手　日本下水道事業団）198
原案可決工事請負契約の締結について都市計画事業（合流改善）秋里雨水ポンプ場築造工事の契約を締結するもの契約金額　1，887，900千円契約相手　熊谷組・石垣・興洋工務店特定建設工事共同企業体199
原案可決工事請負契約の締結について（都市計画事業（資源循環形成下水道）秋里下水終末処理場汚泥処理設備工事（リン回収設備）の契約を締結するもの契約金額　378，000千円契約相手　メタウォーター・鳥電商事特定建設工事共同企業体200
原案可決工事請負契約の変更について（平成19年12月定例会で議決を得た鳥取・国府地域防災行政無線工事の契約金額を減額変更するもの）201
原案可決市道の路線の認定について（市道の路線の認定をするもの）202
原案可決市道の路線の変更について（市道の路線の変更をするもの）203
原案可決市道の路線の廃止について（市道の路線の廃止をするもの）204
同　　意鳥取市公平委員会委員の選任について（平成22年12月28日任期限（再任）川下豊洋）205

人　事
（３件） 同　　意人権擁護委員候補者の推薦について（平成23年3月31日任期限（新任）河原清夫（再任）林田廸子、福田悦子）206

同　　意鳥取市監査委員の選任について　鳥取市監査委員の選任に当たり、地方自治法第196条第1項の規定に基づき同意を求めるもの。平成22年12月16日任期限（新任）　吉田博幸208

原案可決鳥取市庁舎建設に関する調査特別委員会の設置について９

議員提出
（４件）

原案可決脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を求める意見書の提出について10

原案可決地方経済の活性化策を求める意見書の提出について11

原案可決尖閣諸島沖における中国漁船衝突事件に関する意見書の提出について12

　● 環境標語：しげんほご　できることから　はじめよう
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表紙写真を募集しています
　市民に親しまれる市議会だよりの一
環として、市議会だよりの表紙写真を
募集します。題材は、「市民の生活と
暮らし(春)」です。詳しくは、鳥取市議
会のホームページ（http://www.city. 
tottori.lg.jp/より）をご覧になるか、事
務局にお問い合わせください。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。




